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【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

法人名

事業所名

所在地

3470202239

　　広島県広島市西区庚午中二丁目11番15号

（電話）082-507-6600

あんしんホーム

事業所番号

医療機関が営むグループホームなので、系列の荒木脳神経外科病院のバックアップを受けて、健康管理や
体調不良時の応対などでは、特に信頼をいただいています。日々の生活では、活動性を重んじながら、楽
しみ、喜びの多い生活の提供を心がけており、中でも外出行事は頻繁に行い、力を入れています。初詣、
梅見、お花見、大衆演劇観覧、マツダスタジアムナイター観戦、宮島紅葉狩り日帰り旅行などなど、入居
者さまの希望に応えて、沢山の遊びを実現させることができました。これらの大掛かりな外出以外にも、
毎日の散歩や日々のお買い物はもちろん、ちょっとした外食やカフェなどにも、ちょくちょく出かけてい
ます。スタッフも一緒に楽しみながら生活を共にするので離職者がとても少なく、ベテラン揃いで安心し
ていただけるサービスも、強みの一つです。

建物の一階には、同一法人の医療機関があり日常的な健康管理から緊急時の対応まできめ細かく
対応できる体制が出来ている。利用者の日々の生活の中で、活動性と自由を重視してケアに当
たっている。例えば排泄については、便器に座ると言う動きも生活の中でのリハビリと捉えてい
ることで排泄の成功と身体バランスの維持に繋がっている。また、年に5回程度利用者の希望を
重視し、全員で外出できるように、遠方及び近隣への外出企画を立て実施している。日常的な近
所の公園や教会への散歩、食材の買出し、犬の散歩などの時間を積極的に取り入れて活動性と自
由性を高めている。喜びと楽しみのある生活をして頂きたいという考えから、利用者の遊び心を
大切にし、職員も一緒に楽しむということが出来るように話合いを重視している。結果として、
離職率が低下している。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

平成27年11月26日

医療法人　光臨会

基本情報リンク先ＵＲＬ
http://www.kaigokensaku.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani
=true&JigyosyoCd=3470202239-00&PrefCd=34&VersionCd=022

自己評価作成日 平成27年11月3日 評価結果市町受理日



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

主に法解釈や特変事例について、こまめ
に相談することで、トラブルの回避に利
用している。また、地域包括支援セン
ターから困難事例者の入居について相談
を受けることもある。反対に、変わった
ことがなければ特に接点は少ない。

運営推進会議の記録を送付するに留まっ
ている。地域を包括支援センターとは、
必要時に連絡を取り合っている。

町内会行事には準備段階から参加してい
る。また非常災害時に備え、町内会と協
議の上で町内防災無線の中継地を担って
いる。都市部の性格上、元々町内会活動
が希薄のことも合わせ、濃密な関係性と
は言い難いかもしれない。

町内会に属しており、防災無線の中継地
の役割を担っている。近所の公園と教会
へはたびたび散歩に出かけることで、子
供や近隣の人との会話もある。

行事の取り組み、入居状況の報告を中心
に、防災や家族ニーズへの取り組み相談
など、幅広く意見討論を行い、サービス
の向上に活用している。
例）土日休日の家族に向けて相談窓口の
日を設けた、次月行事予定をハガキで家
族にお知らせして参加し易くした。

休日にしか来ることの出来ない家族か
ら、土、日にも相談窓口が欲しいという
要望を受け、月に2回、介護支援専門員
が出勤する体制を作り、家族には毎月ハ
ガキでその日をお知らせしている。運営
推進会議が更に事業所のサービスの質向
上に繋がるためにはどうしたらいいか、
模索している。

開催日、開催時間の工夫など試行錯誤しな
がら、あるべき姿に向けて努力されていま
す。事業所の特色や誇れること等、地域や
ご家族に知って頂くことで、更に連携や理
解が深まり、質の向上に繋がると考えま
す。議題の検討、出席依頼者の人選、開催
方法等を検討され、効果的な会議として定
着することを期待します。

法人として、毎月地域の人々に向けた介
護・医療講座を行っており、当ホームか
らも介護全般に係る講座の講師を担って
いる。特に認知症についての講座は中心
的な役割の一つを受け持っている。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

毎朝の朝礼には何人かの入居者も出席
し、その中で今日の目標など、入居者の
読み上げに続いて職員が唱和することで
共通理解を深めている。覚えることが重
要ではなく、いかに実践していくかが大
切であるという管理者の思いから理念を
必要時に話し合う時間を意識して取って
いる。

毎日の朝礼や定例のミーティング時など
に唱和する他、各自の理解が深まる様に
理念にまつわる意見討論の場を設けてい
る。文面の丸覚えではなく、スタッフ一
人ひとりが感じて考えることが大切と考
え、勤務後に話し込んでしまうこともよ
くある。

自己
評価

外部
評価

項目

1 1

5 4

2 2

3

4 3
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており，玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

事前の見学や面談に十分な時間を取り、
双方の納得が得られた上での契約を心掛
けている。
また、契約後も様々なニーズや疑義に対
し、真摯な姿勢で取り組んでいる。
例）ターミナルケアの提供可否と要望な
ど

日常生活上の意見、要望は、馴染みの担
当介護職員といつでも相談し合える。
また、相談窓口の日としてホーム長が在
所する土日を月に2日間設定、周知する
事で、平日お勤めのご家族にも意見、要
望が出しやすい状況を作っている。

利用者には担当の職員が決まっており積
極的に本人及び家族から話を聴き、話し
合えるように取り組んでいる。家族の要
望により休日に管理者が定期的に出勤し
て相談しやすい環境を整えている。

年間定期勉強会のテーマに必ず取り上
げ、職員間の理解に努めている。
職員配置を見直す事や、センサー機器の
導入を推進する事で拘束の必要性も下が
り、拘束にあたると思える事例は数年間
発生していないと考える。

年間研修計画に拘束についてのテーマを
取り入れて、全職員が基本的な考え方を
理解できるように取り組んでいる。「家
に帰りたい」との理由で、外に出たい人
については、極力一緒に散歩したり、納
得されるまで付き添うようにしている。

年間定期勉強会のテーマに必ず取り上
げ、職員間の理解に努めている。
普段の何気ないケアの中にも、虐待に準
ずる事象は必ず起きている事を念頭に置
き、意識の向上を図っている。

成年後見制度を利用中の入居者もおり、
実務の中でその意義や価値を実感してい
る。
これまでに2例の制度利用者がおり、幾
分か諸手続きを含めて、制度の概要も理
解出来てきており、他利用者へのアナウ
ンスも行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

月に一度のミーティングと不定期だがア
ンケートで職員の意見を出せるように工
夫している。利用者の重度化に伴い、一
般のお風呂での入浴が双方に負担となっ
てきたことから、意見を出し合って筋力
が低下した人も浴槽につかることが出来
るようにリフトを付ける改善がされた。

法人として昇給の基準を整えており、年
に1度の個人面談などを通して各自が自
分の評価を感じられるように取り組んで
いる。
また年に1度ずつ、5日間の連休取得を交
代で行い、リフレッシュの機会を保って
いる。

必ず月に1度は内部勉強会を設け様々な
テーマで学習の機会を作っている。
また外部や法人内他職種を講師に招く事
も頻繁に行い、より専門性の高い知識・
技術の向上に努めている。
他職種を講師に迎える勉強会には、近隣
の他事業所を招いて、合同で勉強会を行
うこともある。

月に一度のミーティングを中心に、不定
期で書面での意見の収集を行い、汲み上
げる為の努力を行っている。
特に、ケアの方針に係る案件であれば、
介護スタッフの一人一人が考えて、チー
ムの意思が統一出来る様、意見交換には
力を入れている。

市内で活動する事業者交流会の役員も務
め、幅広くサービスの向上に役立ててい
る。
また町内近隣の同業者とコミュニティを
形成して、合同研修会や予約情報の交換
など、幅広い活動に取り組んでいる。

事業所見学、個人面談、担当者会議な
ど、複数回の話し合う機会を持ち、本人
の要望や不安事項を汲み取るよう努めて
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

家族と入居者が触れ合う機会（面会、外
出、外泊など）にほとんど制限を設けな
いように留意しており、家族が遠慮や抵
抗感を感じず入居者と同じ時間を共有し
やすい雰囲気作りに努めている。また
ホームからの便りを始め、なるべく入居
者の状況を家族にも知ってもらえる努力
をしている。

例えば、知人の見舞いに行きたい入居者
には、その機会を設けると同時に付添を
行ったり、前住居近隣の集会へ参加する
為に送迎と、段取りを整えるなど、近し
い家族だけでなく友人やその他関係者
と、本人が望む関係性がなるべく維持さ
れるよう援助に努めている。

入居前の地域の集会や、知り合いのお見
舞いを希望された入居者には、プランに
位置づけ、職員が同行した。また、友人
や近隣の人が買い物のついでに立ち寄っ
て一緒にお茶を飲めるように支援してい
ることで毎日のように誰かが来方されて
いる。
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17

面談や電話相談などを通して、相互の意
見をすり合わせて行く他、要望調査の
シートを用いて、家族が気兼ね無く不安
や要望を伝えられる機会を多く作るよう
に努めている。特に、入居初期は、本人
家族共に、様々な希望や分からない事が
多いので、一つ一つ真摯に向き合うよう
努めている。

食事を共に取る、家事を共に行う等々生
活を共に過ごし、苦楽を共感出来る様に
距離感が近くになり、半分家族のような
感覚を得ている。

見学、入居相談から始まって幾度かの意見
聴取を行う中で、その時その人に合った
サービスを提供できるように努めている。
実際にこちらからの勧めで他事業種サービ
スや他事業所の利用に結びついた例もあ
る。最近の例では、入居相談に訪れた家族
とのお話の中で、在宅生活が継続出来るヒ
ントを見いだせた。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

入居時にこれまでの生活歴や趣味趣向を
シートに記載してもらい、事前に情報を
募っている。これ以外にも、日々の生活
の中で知り得た細かな情報を、カンファ
レンス時に持ち寄り、次回のケアプラン
作成に活用している。日々退屈になりが
ちで、防止の為にとても有効である。

毎日の介護記録を中心に、その他にもア
セスメントツールの数種を活用して状況
の把握を適時行い、定期的なカンファレ
ンスにおいては、スタッフ個人の感じ方
や意見を出し合っている。観察者個人の
視点と、チーム全体として見た評価との
バランスを鑑み、融合を図っている。

特に、逝去されての契約終了の場合など
は、自然と家族との交流が継続したり、
地域住民の方々に口コミで紹介していた
だいたりするケースも幾つかある。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

アセスメント、モニタリングを開始する
時には、必ず本人の望む生活スタイルや
希望を本人に直接訊ねて、文章化するよ
うに心がけている。認知症高齢者から心
底の希望を引き出すのはとても難しくは
あるが、一人一人の自己実現に向け、表
面部分に留まらない思いの汲み取りに取
り組んでいる。

プランの作成前に、希望と今後の生活に
ついて、直接本人に聞くようにしてい
る。答えることが困難な人については、
ご家族や近い人に聞いている。「墓参り
に行きたい」、「飲みに行きたい」等
様々であるが、それを目的として日々の
ケアに取り組んでいる。

最も大切にしている事の一つで、職員と
の関係性よりも、入居者同士の結びつき
に重きを置き、生活、イベント、散歩な
ど、気の合う同士で楽しめるように設定
している。また社交性の低い性格の入居
者と、ムードメーカーの入居者との間を
取り持つなど、ユニット内の社会性を重
視している。

23 9
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

入居前までのかかりつけ医に継続してか
かるのも、当事業所経営母体の病院に主
治医を担当してもらうのも自由に選択し
てもらい、同法人病院を主軸に地域の医
療ネットワークを活用しながら、医療と
の連携を図っている。

かかりつけ医は、本人、家族の希望に添
い、選択をしてもらっているが、緊急時
であれば同法人の病院で対応することも
出来る。地域の医療ネットワークを活用
して、適時の対応が出来ている。

ケアプランと日々の記録を連動させて記
録して、積み重ねを基に定期カンファレ
ンスで評価や個々のスタッフの意見、ア
イデアを交換し合って、次回ケアプラン
に生かしている。シンプルさと継続性が
重要と考えている。

例えば、入居前から好きだった趣味の教
室に、継続して通えるように準備を整え
たり、通常は関連のない事業者との連携
を整えたりと、個別のニーズに応じて、
柔軟に取り組む努力を行っている。

地域のボランティアセンターを始め、町
内の寺院や町内会など、沢山の関係者に
協力を得ながら、豊かな活動性を重視し
た生活の確保に努めている。

介護スタッフを中心に、医師、療法士、
看護師などを交えて、様々な面からの必
要性や、本人の要望を叶えるためのアイ
デアを出し合っている。日常の介護や健
康管理の面だけでなく、生活の質を向上
させる点に最も力を入れている。

担当の介護スタッフが中心となって、担
当医師、療法士、看護職員などから情報
を収集して、健康管理に留まることな
く、楽しみのある生活にむけて話合いの
機会を設けている。本人の願いを目標と
するプランの作成をしている。

27
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

施設内において夜間想定の避難訓練を行
うことと、防災センターの防災宿泊研修
に、全職員の履修を目指して、順に受講
を続けている。しかし地域住民との相互
協力体制の構築は、まだまだ向上の余地
がある。

年に1回は、夜間想定で消防署員も参加
してもらい訓練を実施している。災害時
には、事業所に備蓄している食糧を地域
に提供も出来る体制である。また3階へ
の地域住民の避難受け入れも視野に入れ
ているなど、近隣住民との協力体制の強
化をしていきたいと考えている。

35 13

利用者とその家族に対して、入居相談時
から、このテーマについて極力丁寧にイ
ンフォメーションを行っており、意思を
汲み出せるよう努めている。またその時
が近づけば、医師も交えて方針の相談を
行い、当施設で行うべき事の確認や、家
族とも理解を深め合える努力をしてい
る。

重度化指針を定めており、入居時に重度
化した時や終末期のあり方についての意
向確認をしている。また、そのような状
況になった時は医師より説明をし、ご家
族の意向に添う対応をしている。看取り
介護についての同意書の作成をしてい
る。

AEDの設置とその取り扱い講習を始め、
緊急時の対応について、定期的に学習の
機会を設けている。これも同法人病院の
協力によって、質の高い学習機会が得ら
れていると感じている。

同建物内にクリニックがあるので、配属
の看護師が協力してくれている。また、
同法人病院の医師が2週に一度、定期的
に訪問診療を行っており、日頃の健康管
理に努めている。

同法人に病院があり、多くの場合はここ
で入院加療を行うので、医療スタッフと
の連携は強い。他医療機関との連携が必
要な時にも、同法人病院の医療ソーシャ
ルワーカーが協力してくれるので、非常
に円滑である。医療法人系列のグループ
ホームとして、大きな強みである。

33 12
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支
援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

特に女性は、外部の美容室に行く事も
あったり、たまには洋服を自分で買い物
に出かけたり、遊び感覚でネイルを整え
たり、美容も気軽に楽しめるように心が
けている。

その日に食べるものをその日にみんなで
考えて、買い物に行ける人は一緒に行
き、野菜一つを切るところから利用者も
職員も一緒に行っている。毎日上手く行
くわけではないが、やはり出来立ての食
事が美味しい。

朝食と夕食は、利用者と一緒に考えて、
献立をたて、買い物、調理、後片付けと
その日の状態でできるだけ多くの人に関
わって頂くように支援している。昼食は
外部のサービスを利用しているが当日も
食器洗いはされている姿がみられた。

親密さと同時に、敬いの気持ちが両立出
来るように、日頃の職員相互の交流で確
認し合っている。また、画一的、事務的
なケアサービスに陥らぬように留意し
合っている。スタッフ個人が意見や感じ
たことを発信しやすく取り上げやすい人
間関係が大切と考えている。

サービスの質を左右する原因として、職員
間の人間関係があると管理者は考えてお
り、お互いに注意し合える関係、困りごと
が相談できる環境を作るためにも、話合い
の時間を大切にしている。プライバシーに
関すること、日々の声のかけ方、接し方等
で利用者を敬う態度で接することが出来る
ように、確認しあっている。

例えば、外出の希望があれば、即日は難
しくとも、叶えられるよう調整を行い、
日常の中で家族や友人との交流も、本人
から出た希望は大切にしている。認知症
であっても喜びや自発性を保ち、一人の
人間として生きて欲しいと考えている。

希望を受け入れらるところは極力合わせ
ている。しかし、どうしても添えない場
合もあるし、個人が集団のルールに従う
ことも、場合によっては一社会人として
当然の事とも考えている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

時間帯や人数によって、叶え切れない部
分もあるが、個人の希望に沿えるところ
は沿っている。反対に、曜日を固定した
ほうが納得して入浴できる入居者もお
り、個別性は幅広い。今年、浴室の改装
工事も行い、スペースを広げた他、浴槽
にリフトを設けて、重度化にも対応し
た。

個人の入浴のスタイルに、出来るだけ添
うように取り組んでいるが、日時を決め
てあげたほうが納得して入られる人が多
いので、大まかな取り決めをして入浴を
実施している。立ち上がりに不安のある
人が、安心して入浴できるようにリフト
取り付けたことで、全員が浴槽に入れる
ようになった。

毎日、3食後の口腔ケアを励行し、丁寧
な援助を行っている。また、希望者には
週に一度、訪問歯科の口腔ケアを受けて
もらっている他、年に一度口腔ケアに係
る部内研修を行っている。

個人の排泄時間や前兆の把握に努め、極
力トイレで気持ちよく排泄が行えるよう
に心がけている。利用者一人ひとりにパ
ターンや特徴があり、タイミングを逃さ
ないように常に注意し続けることが重
要。どんなに重度化しても、トイレには
行くこととしている。

一人ひとりの排泄の特徴を把握すること
でオムツをしない工夫をしている。尿意
がある車椅子対応の人には夜間だけベッ
トサイドにポータブルトイレを置き排泄
の介助をする等、排泄は座ってすること
に重きを置いている。そのことも尊厳を
守るケアに繋がっているという考え方で
ある。

日頃からヨーグルトや牛乳といった便秘
解消に効果的な食品を摂取する機会を必
ず設けたり、毎日散歩に出て少しでも体
を動かすなど、予防に努めている。個別
にどうしても便秘になってしまった場合
は、医師と相談の上で薬剤を用いてい
る。

食事の形態や食器を工夫して、食が進み
やすい状況作りに務めている。特に水分
量の確保については、利用者個別に容器
やタイミングによる進み具合を試しつ
つ、毎日十分な量を確保出来るように、
努力を続けている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

例えば入居前から熱心だった習い事に入
居後も継続して通えるように段取りを整
えたり、併設のデイケアの月プログラム
カレンダーの中で、入居者本人に自分が
参加してみたい内容を見て、選んでも
らったり、生活の充実を心がけている。

日々の買い物や買い食い、日課の散歩、
近所のお地蔵さん参りなど、日常の外出
支援もしっかり行っている。また年に4
～5回、ナイター観戦や宮島日帰り旅行
など大掛かりな外出行事も積極的に行
い、行き先や内容の希望は利用者からの
リクエストを最重視して企画している。

年間企画の行事以外に、日常的に食材の
買出し、近くの公園や教会までの散歩等
で近隣の子供たちとの会話、お店で好き
なものを買ってその場で食べる、など普
通にその人がしたいことをしてもらう自
由と楽しみの機会を多く持っている。

なるべくご家族にご理解をお願いして、
利用者本人が数千円程度の現金を自分で
持てるようにしている。散歩中の買い食
いや、入居者同士の貸し借りなどは社会
性を保つためにとても重要だと考えてい
る。

体調や状況に合わせて、ある程度好きなタ
イミングで休んでもらっている。例えば、
夜気に入ったテレビがあれば、見終わった
後に就寝したり、朝も少し遅れて起床、朝
食となったり、ある程度自由である。同時
に、昼夜逆転したり活動量を低下させない
為、極力自然な流れで日中活動する状況作
りを心掛けている。

常に確実な服薬には十分な注意をしてお
り、同時に処方の内容が確認できるよう
に身近に処方箋を整えている。また隔週
の訪問診療において逐次医師との相談を
もって、過不足の無い服薬を行うよう心
がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台所，
食堂，浴室，トイレ等）が，利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音，光，色，広さ，温度など）がない
ように配慮し，生活感や季節感を採り入
れて，居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

なるべく自宅で使っていた馴染みのある
物や写真を居室に配置して、自分だけの
空間作りを行っている。やはり入居して
からの生活年数が長いほど、個人独特の
居室の色合いや味わいが濃くなる様に感
じている。

居室に家族の写真を飾ったり、室内植物
を育てたり、パソコンをしたりしてい
る。居室の清掃は職員と一緒に行うよう
にし、自室としての認識を維持できるよ
うに支援をしている。

出来る目一杯の範囲で体を動かし、家事
や作業をして頭を使い、入居者同士や職
員と世間話をして感情を刺激し、豊かな
生活を安全に送れるよう、サポートに努
めている。

日頃、電話をかける支援をしたり、年賀
状を始めとした郵便のやり取りを援助し
たり、しっかり行っている。ホームの電
話回線に、入居者個人宛の電話を外部か
らかけてもらっても、全く問題ない。

極力悪い刺激が無い環境作りに努めては
いるが、認知症状の度合いや個人の好み
によって合う環境が大きく異なるため、
共用部においては万人向けとは言い難い
かもしれない。個人の居室においては、
しっかりと行っている。

職員の人間関係が悪いと居心地が悪い、
という考え方のもと、職員の会話や態度
に特に注意している。居間のテーブルに
は、必要なものが直ぐに手が届くように
置いてあり家庭的な雰囲気がある。ま
た、ペットの犬が室内にいることで利用
者の癒しに繋がっていると感じる。

席配置などに気を配り、入居者同士の関
係性を最重視して生活環境を整えてい
る。ムードメーカーな入居者が活躍でき
る状況を作り出せれば、入居者同士で影
響を与え合う効果はとても大きいと考え
ている。

54 20

51

55

52 19

53
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○

○

○

○

○

○

○

○

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが



○

○

○

○

○

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

65

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが



（様式２）

事業所名

作成日

【目標達成計画】

1 4

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

あんしんホーム

運営推進会議の停滞化 会議開催意義の向上

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標

平成28年1月11日

２  目標達成計画

・町内会始め参加者の
増大を働きかけ
・家族への参加働きか
けと動機作り

1年

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


